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(57)【要約】
【課題】紙葉類処理装置において、紙葉類のしわや折れ
をより検知しやすくする。
【解決手段】発光部１２ａ，１２ｂは、紙葉類の表面に
対し、互いに異なる方向から光を照射する。制御部１２
０は、発光部１２ａから光を照射させ、受光部１１によ
って第１反射光を検出させるとともに、発光部１２ｂか
ら光を照射させ、受光部１１によって第２反射光を検出
させる。処理部１３０は、受光部１１が検出した第１お
よび第２反射光の強度値を受け、紙葉類の表面における
各単位領域について、第１および第２反射光の強度値の
うち小さい方を大きい方によって除算する演算を含む数
値化処理を行う。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類の第１面に対し、互いに異なる方向から光を照射する第１および第２発光部と、
　前記紙葉類の第１面からの反射光を検出する受光部と、
　前記第１および第２発光部並びに前記受光部を制御するものであり、前記第１発光部か
ら光を照射させ、前記受光部によって第１反射光を検出させるとともに、前記第２発光部
から光を照射させ、前記受光部によって第２反射光を検出させる制御部と、
　前記受光部が検出した前記第１および第２反射光の強度値を受け、前記紙葉類の第１面
における各単位領域について、前記第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大き
い方によって除算する演算を含む数値化処理を行う処理部と
を備えることを特徴とする紙葉類処理装置。
【請求項２】
　前記処理部は、
　前記数値化処理によって得た数値を用いて、前記紙葉類の第１面を表す除算画像を生成
する
ことを特徴とする請求項１記載の紙葉類処理装置。
【請求項３】
　前記処理部による前記数値化処理によって得られた数値を基にして、前記紙葉類の正損
判定を行う判定部をさらに備える
ことを特徴とする請求項１記載の紙葉類処理装置。
【請求項４】
　前記判定部は、
　前記紙葉類の第１面において、正損判定の対象となる判定エリアを設定可能に構成され
ている
ことを特徴とする請求項３記載の紙葉類処理装置。
【請求項５】
　前記判定部は、前記正損判定として、前記紙葉類のしわ判定を行う
ことを特徴とする請求項３または４記載の紙葉類処理装置。
【請求項６】
　前記第１および第２発光部は、赤外光を照射する
ことを特徴とする請求項１～５のうちいずれか１項記載の紙葉類処理装置。
【請求項７】
　前記紙葉類は、紙幣である
ことを特徴とする請求項１～６のうちいずれか１項記載の紙葉類処理装置。
【請求項８】
　紙葉類処理装置において、紙葉類の処理を行う方法であって、
　前記紙葉類処理装置は、前記紙葉類の第１面に対し、互いに異なる方向から光を照射す
る第１および第２発光部と、前記紙葉類の第１面からの反射光を検出する受光部とを備え
、
　前記第１発光部が光を照射し、前記受光部が第１反射光を検出するステップと、
　前記第２発光部が光を照射し、前記受光部が第２反射光を検出するステップと、
　前記受光部が検出した前記第１および第２反射光の強度値を用い、前記紙葉類の第１面
における各単位領域について、前記第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大き
い方によって除算する演算を含む数値化処理を行うステップと
を備えることを特徴とする紙葉類処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここに開示する技術は、紙幣などの紙葉類に対して光を照射し、その反射光を受光して
処理を行う紙葉類処理装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、搬送される紙葉類に異なる２方向から光を照射する複数の光源と、紙
葉類の表面からの反射光を受光する受光部を備える紙葉類判別装置が開示されている。こ
の装置では、複数の光源を同時に点灯して検出された画像から紙葉類の濃淡汚れを検知し
、複数の光源の１つを点灯して検出された画像から紙葉類のしわ、折れを検知する。
【０００３】
　特許文献２には、搬送される紙葉類に、照射方向が異なる２つの光源から交互に光を照
射して、それぞれのタイミングで撮像した２つの画像を取得する装置構成が開示されてい
る。この装置では、取得した２つの画像を加算して得た画像を基にして、紙葉類の真偽や
金種の判定を行い、また、一方の画像から他方の画像を減算した画像を基にして、紙葉類
のしわや折れを検知する。
【０００４】
　特許文献３には、搬送される紙葉類の両側に、光源および光センサを含むセンサ部がそ
れぞれ配置された構成が開示されている。この構成では、第１センサ部が反射光検出を行
うフェーズにおいて、第２センサ部が透過光検出を行う。そして、照射方向が異なる２つ
の光源がそれぞれ光を照射したタイミングで撮像した２つの画像を用い、一方の画像から
他方の画像を減算した画像を基にして、紙葉類のしわや折れを検知する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２７７２５２号公報
【特許文献２】米国特許第７７４２１５４号明細書
【特許文献３】特開２０１７－１６７６９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の装置では、複数の光源の１つを点灯したときの画像から、紙葉類のしわ、
折れを検知する。このため、しわや折れによる出力変化が、画像に必ずしも明確には現れ
ない。また、特許文献２，３では、照射方向が異なる光源がそれぞれ光を照射したタイミ
ングで撮像した２つの画像を用い、一方の画像から他方の画像を減算した画像を基にして
、紙葉類のしわや折れを検知する。この場合、原画像の出力が大きい領域では、減算画像
においてしわや折れによる出力変化が現れるが、模様部など原画像の出力自体が小さい領
域では、減算画像においてしわや折れによる出力変化は現れにくい。
【０００７】
　ここに開示する技術は、かかる点に鑑みてなされたものであり、紙葉類処理装置におい
て、紙葉類のしわや折れをより検知しやすくすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ここに開示する技術は、紙葉類処理装置であって、紙葉類の第１面に対し、互いに異な
る方向から光を照射する第１および第２発光部と、前記紙葉類の第１面からの反射光を検
出する受光部と、前記第１および第２発光部並びに前記受光部を制御するものであり、前
記第１発光部から光を照射させ、前記受光部によって第１反射光を検出させるとともに、
前記第２発光部から光を照射させ、前記受光部によって第２反射光を検出させる制御部と
、前記受光部が検出した前記第１および第２反射光の強度値を受け、前記紙葉類の第１面
における各単位領域について、前記第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大き
い方によって除算する演算を含む数値化処理を行う処理部とを備える。
【０００９】
　この構成によると、第１および第２発光部は、紙葉類の第１面に対し、互いに異なる方
向から光を照射する。制御部は、第１発光部から光を照射させ、受光部によって第１反射
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光を検出させるとともに、第２発光部から光を照射させ、受光部によって第２反射光を検
出させる。処理部は、受光部が検出した第１および第２反射光の強度値を受け、紙葉類の
第１面における各単位領域について、第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大
きい方によって除算する演算を含む数値化処理を行う。この数値化処理の結果、第１およ
び第２反射光の強度値の違いが大きいほど小さくなるような数値を得ることができる。ま
た、数値化処理に除算を用いるため、例えば紙幣の模様部のように元の反射光強度値が小
さい領域であっても、第１および第２反射光の強度値の違いによって大きく変化する数値
を得ることができる。したがって、紙葉類のしわや折れがより検知しやすくなる。
【００１０】
　また、上の構成において、前記処理部は、前記数値化処理によって得た数値を用いて、
前記紙葉類の第１面を表す除算画像を生成する、としてもよい。
【００１１】
　これにより、除算画像を、紙葉類のしわや折れの程度を表す画像として用いることがで
きる。
【００１２】
　また、上の構成において、前記処理部による前記数値化処理によって得られた数値を基
にして、前記紙葉類の正損判定を行う判定部をさらに備える、としてもよい。
【００１３】
　これにより、判定部によって、処理部における数値化処理によって得られた数値を基に
して、紙葉類の正損判定を行うことができる。
【００１４】
　さらに、前記判定部は、前記紙葉類の第１面において、正損判定の対象となる判定エリ
アを設定可能に構成されている、としてもよい。
【００１５】
　これにより、判定部において、所定の判定エリアにおいて、正損判定を行うことができ
る。
【００１６】
　さらに、前記判定部は、前記正損判定として、前記紙葉類のしわ判定を行う、としても
よい。
【００１７】
　これにより、判定部によって、処理部における数値化処理によって得られた数値を基に
して、紙葉類のしわ判定を行うことができる。
【００１８】
　また、上の構成において、前記第１および第２発光部は、赤外光を照射する、としても
よい。
【００１９】
　これにより、赤外光を用いることによって、しわ等の検出において紙葉類の汚れの影響
を抑えることができる。また、紙葉類に赤外光で消える模様が印刷されている場合は、紙
葉類の模様の影響を低減することもできる。
【００２０】
　また、上の構成において、紙葉類は、例えば紙幣である。
【００２１】
　また、ここに開示する技術は、紙葉類処理装置において、紙葉類の処理を行う方法であ
って、前記紙葉類処理装置は、前記紙葉類の第１面に対し、互いに異なる方向から光を照
射する第１および第２発光部と、前記紙葉類の第１面からの反射光を検出する受光部とを
備え、前記第１発光部が光を照射し、前記受光部が第１反射光を検出するステップと、前
記第２発光部が光を照射し、前記受光部が第２反射光を検出するステップと、前記受光部
が検出した前記第１および第２反射光の強度値を用い、前記紙葉類の第１面における各単
位領域について、前記第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大きい方によって
除算する演算を含む数値化処理を行うステップとを備える。
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【００２２】
　この構成によると、第１および第２発光部は、紙葉類の第１面に対し、互いに異なる方
向から光を照射する。第１発光部が光を照射し、受光部が第１反射光を検出する。また、
第２発光部が光を照射し、受光部が第２反射光を検出する。受光部が検出した第１および
第２反射光の強度値を用い、紙葉類の第１面における各単位領域について、第１および第
２反射光の強度値のうち小さい方を大きい方によって除算する演算を含む数値化処理を行
う。この数値化処理の結果、第１および第２反射光の強度値の違いが大きいほど小さくな
るような数値を得ることができる。また、数値化処理に除算を用いるため、例えば紙幣の
模様部のように元の反射光強度値が小さい領域であっても、第１および第２反射光の強度
値の違いによって大きく変化する数値を得ることができる。したがって、紙葉類のしわや
折れがより検知しやすくなる。
【発明の効果】
【００２３】
　本開示によると、紙葉類処理装置において、紙葉類のしわや折れをより検知しやすくす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】第１実施形態に係る紙葉類識別装置におけるラインセンサ部の構成例
【図２】発光部の構成例を示す模式平面図
【図３】第１実施形態に係る紙葉類識別装置の主要構成を示すブロック図
【図４】画像データの一例であり、（ａ）～（ｃ）はしわを有する紙葉類の画像、（ｄ）
～（ｆ）はしわの無い紙葉類の画像
【図５】第２実施形態に係る紙葉類識別装置におけるラインセンサ部の構成例
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、実施形態に係る紙葉類処理装置について、図面を参照しながら説明する。ここで
は、紙葉類処理装置の一例として、紙葉類識別装置について説明する。なお、紙葉類の一
例は、紙幣であり、以下に説明する紙葉類識別装置は、例えば、紙幣の金種、真偽、正損
、しわの程度等を識別する。また、紙幣以外にも、小切手、手形、商品券などの識別も行
うことができる。
【００２６】
　（第１実施形態）
　図１は第１実施形態に係る紙葉類識別装置におけるラインセンサ部１０の構成例である
。図１の構成では、紙葉類ＢＬは、搬送路５０を一枚ずつ、紙面が水平の状態で図面右か
ら左へ搬送される。なお、図１は、紙葉類ＢＬの紙面に対して垂直をなし、かつ、紙葉類
ＢＬの搬送方向と平行な面で切った断面図を示している。
【００２７】
　図１に示すように、ラインセンサ部１０は、搬送路５０の識別ゾーンＺ１における検出
を行うものであり、紙葉類ＢＬの一方の面（ここではＢ面としている）側に設けられてい
る。図１では、ラインセンサ部１０は搬送路５０の下側に配置されているが、位置関係は
これに限られるものでなく、搬送路５０の上側に配置してもよい。ラインセンサ部１０は
、受光部の一例である光センサ１１、発光部１２ａ，１２ｂ、集光レンズ１３、光センサ
基板１５、および、透明なガラス又は樹脂からなる透明部材１６を備える。
【００２８】
　発光部１２ａ，１２ｂは、識別ゾーンＺ１に対し、互いに異なる方向から光を照射する
。ここでは、搬送される紙葉類ＢＬの紙面に対して、発光部１２ａは斜め後ろ向きに光を
照射し、発光部１２ｂは斜め前向きに光を照射する。光センサ１１は、識別ゾーンＺ１に
おいて、紙葉類ＢＬの反射光を検出する。すなわち、発光部１２ａ，１２ｂから照射され
た光は、透明部材１６を通して紙葉類ＢＬに照射され、紙葉類ＢＬから反射された光は、
集光レンズ１３によって集光されて、光センサ１１によって検出される。光センサ１１は
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、検出した反射光の強度値を出力する。
【００２９】
　光センサ１１はラインセンサであり、紙葉類ＢＬの紙面と平行でかつ紙葉類ＢＬの搬送
方向と垂直をなす方向（図１の紙面と垂直をなす方向）を、主走査方向とする。主走査方
向において、例えば約１６００個の画素単位ユニットがライン状に並んでいる。また、発
光部１２ａ，１２ｂ、光センサ１１の主走査方向と同じ方向に延びるように構成されてい
る。ここでは、発光部１２ａ，１２ｂは、例えば緑色の可視光と、赤外光との２種類の波
長の光を、発光可能であるものとする。
【００３０】
　図２は発光部１２ａ，１２ｂの構成例を示す模式平面図である。図２の例では、発光部
１２ａ，１２ｂは並列に配置されている。そして発光部１２ａは、光センサ１１の主走査
方向に延びる導光体４１と、導光体４１の両端に設けられた発光体４２，４３とを有し、
発光部１２ｂは、光センサ１１の主走査方向に延びる導光体４４と、導光体４４の両端に
設けられた発光体４５，４６とを有する。発光体４２，４３，４５，４６は光源として例
えばＬＥＤが設けられており、図に矢印で示すように、導光体４１，４４の方に向けて光
を照射する。これにより、導光体４１，４４は、発光体４２，４３，４５，４６が照射し
た光の波長で均等に発光する。なお、導光体４１，４４の一方の端に、発光体を設けるよ
うにしてもよい。この場合、対をなす発光部１２ａ，１２ｂでは、導光体４１，４４の同
じ側の端に、発光体を設けるのが好ましい。あるいは、例えば設置場所の空間的条件から
、導光体４１，４４の相対する側の端に発光体を設けてもかまわない。また、発光部１２
ａ，１２ｂはこの他にも例えば、ＬＥＤアレイで構成してもよい。
【００３１】
　図３は本実施形態に係る紙葉類識別装置の主要構成を示すブロック図である。紙葉類識
別装置１００は、図１に示したラインセンサ部１０と、紙葉類識別装置１００全体を制御
する制御部１１０と、ラインセンサ部１０によって取得した画像データ等を記憶する記憶
部１４０とを備えている。
【００３２】
　制御部１１０において、センサ制御部１２０は、ラインセンサ部１０の動作を制御する
ものであり、光源制御部１２１とＡＦＥ制御部１２２とを備えている。光源制御部１２０
は、ラインセンサ部１０に設けられた発光部１２ａ，１２ｂの光源の点灯および消灯の制
御を行う。ＡＦＥ制御部１２２は、ラインセンサ部１０が有するＡＦＥ（Analog Front E
nd）（図示せず）に対して、オフセット調整、入力信号のサンプリング設定、データ取り
込みタイミング制御、データ出力設定などを行う。
【００３３】
　画像データ生成ユニット１３０は、ラインセンサ部１０の出力から各種の画像データを
生成し、記憶部１４０に格納する。画像データ生成ユニット１３０は、ラインセンサ部１
０の出力から、Ｂ面画像データ１５０として、可視光画像データ１５１と赤外光画像デー
タ１５２とを生成する。可視光画像データ１５１は、発光部１２ａ，１２ｂが可視光を発
光したときの光センサ１１の出力信号から生成され、赤外光画像データ１５２は、発光部
１２ａ，１２ｂが赤外光を発光したときの光センサ１１の出力信号から生成される。さら
に、画像データ生成ユニット１３０は、発光部１２ａが赤外光を発光し、発光部１２ｂが
発光しないときの光センサ１１の出力信号から赤外光画像データ１５３（第１反射光画像
）を生成し、発光部１２ａが発光せず、発光部１２ｂが赤外光を発光したときの光センサ
１１の出力信号から赤外光画像データ１５４（第２反射光画像）を生成する。
【００３４】
　ラインセンサ部１０は、紙葉類ＢＬが搬送路５０を搬送されるとき、複数フェーズから
なる動作を複数サイクル繰り返し実行する。複数フェーズは、発光部１２ａ，１２ｂが可
視光を発光するフェーズ１、発光部１２ａ，１２ｂが赤外光を発光するフェーズ２、発光
部１２ａが赤外光を発光し、発光部１２ｂが発光しないフェーズ３、および、発光部１２
ａが発光せず、発光部１２ｂが赤外光を発光するフェーズ４を含む。画像データ生成ユニ
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ット１３０は、フェーズ１で得られた１ライン分の画像データから、可視光画像データ１
５１を生成する。同様に、画像データ生成ユニット１３０は、フェーズ２で得られた１ラ
イン分の画像データから、赤外光画像データ１５２を生成し、フェーズ３で得られた１ラ
イン分の画像データから、赤外光画像データ１５３を生成し、フェーズ４で得られた１ラ
イン分の画像データから、赤外光画像データ１５４を生成する。
【００３５】
　また、画像データ生成ユニット１３０は、赤外光画像データ１５３，１５４から、除算
赤外光画像データ１５５（除算画像）を生成する。具体的には例えば、紙葉類ＢＬのＢ面
における各単位領域について、赤外光画像データ１５３，１５４のうち小さい方の値を大
きい方の値によって除算する演算を含む数値化処理（除算処理）を行う。ここでの単位領
域は、光センサ１１の主走査方向における解像度と、紙葉類ＢＬの搬送速度とに基づいて
定めればよい。例えば、画像データにおける１画素または複数画素に相当する領域とすれ
ばよい。紙葉類ＢＬのＢ面における各単位領域について、例えば、次のような評価値ＥＶ
を算出する。
　ＥＶ　＝（小さい方の値）／（大きい方の値）×２５６－１
この評価値ＥＶは、赤外光画像データ１５３，１５４の値が同一のとき、最大値２５５に
なる。例えば、紙幣にしわや折れがないときは、各単位領域において、赤外光画像データ
１５３，１５４の値に差はほとんどないため、評価値ＥＶは最大値２５５に近い値になる
。一方、紙幣にしわや折れがあるときは、赤外光画像データ１５３，１５４の値に差が生
じるため、評価値ＥＶの値は小さくなる。そして、しわや折れの程度が大きいほど、評価
値ＥＶはより小さくなる。画像データ生成ユニット１３０は、この評価値ＥＶを各単位領
域における画素値として表した画像データを、除算赤外光画像データ１５５として生成す
る。画像データ生成ユニット１３０が、処理部に相当する。
【００３６】
　図４は画像データの一例である。図４において、（ａ）～（ｃ）はそれぞれ、しわを有
する紙葉類ＢＬの第１反射光画像、第２反射光画像および除算画像であり、（ｄ）～（ｆ
）はそれぞれ、しわの無い紙葉類ＢＬの第１反射光画像、第２反射光画像および除算画像
である。図４の画像データは、ダミー紙幣を用いたものである。図４（ａ）～（ｃ）に示
すように、しわを有する紙葉類の場合は、除算画像において、しわがある箇所の画素値が
低下している。また、紙幣の模様はほぼ消えている。これに対して、図４（ｄ）～（ｆ）
に示すように、しわの無い紙葉類の場合は、除算画像において、画素値が低下している箇
所がほとんどない。
【００３７】
　すなわち、照射方向が互いに異なる発光部１２ａ，１２ｂを片方ずつ照射して、それぞ
れ反射光画像を生成し、これらから除算画像を生成することによって、紙葉類ＢＬが持つ
模様の画像が打ち消され、紙葉類ＢＬのしわや折れが強調されて画像に表れる。このため
、除算赤外光画像データ１５５を用いて、紙葉類ＢＬのしわや折れの程度を検出すること
ができる。
【００３８】
　判定部２００は、画像データ生成ユニット１３０によって生成されたＢ面画像データ１
５０を基にして、紙葉類ＢＬの種類や真偽等の識別を行う。その中で、判定部２００は、
除算赤外光画像データ１５５を基にして、紙葉類ＢＬの正損判定を行う。そして、正損判
定として、紙葉類ＢＬのしわ判定を行う。ここでのしわ判定は、しわだけでなく、折れに
ついても判定する。
【００３９】
　例えば、判定部２００は、除算赤外光画像データ１５５において評価値ＥＶが所定の閾
値（例えば１００）を下回る単位領域を検出し、その単位領域の個数を求める。そして、
評価値ＥＶが閾値を下回る単位領域の個数が所定数を超えたとき、紙葉類ＢＬは、しわや
折れがひどいため、損券と判定する。あるいは、評価値ＥＶが閾値を下回る単位領域の個
数を基にして、紙葉類ＢＬのしわや折れの程度を表す指標値（例えば５段階評価）を求め
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、出力してもよい。
【００４０】
　あるいは、判定部２００は、除算赤外光画像データ１５５において評価値ＥＶが所定の
閾値（例えば２００）を超える単位領域を検出し、その単位領域の個数を求める。そして
その個数が所定数を超えたときは、紙葉類ＢＬは綺麗な媒体であると判定する。
【００４１】
　また、判定部２００は、正損判定の対象となる判定エリアを設定可能に構成されていて
もよい。そして例えば、設定した判定エリアにおいて、各単位領域の評価値ＥＶの合計値
を求める。そして、その合計値が第１所定値を超えているときは、紙葉類ＢＬは綺麗な媒
体であると判定し、一方、その合計値が第２所定値（第１所定値よりも小さい）を下回る
ときは、紙葉類ＢＬは、しわや折れの程度がひどいため、損券と判定する。なお、判定エ
リアの設定は、具体的には例えば、次のように行えばよい。まず、予め、綺麗な紙葉類を
装置に投入し、評価値ＥＶの変動が少ないエリアを自動検出する。そして、自動検出した
エリアを判定エリアとして設定し、実際の紙葉類の処理を行えばよい。あるいは、綺麗な
紙葉類を装置に投入し、評価値ＥＶの変動が大きいエリアを自動検出し、自動検出したエ
リアをマスクし、それ以外のエリアを判定エリアとして設定して、実際の紙葉類の処理を
行ってもよい。また、利用者が、操作入力部を介して、判定エリアを設定できるようにし
てもよい。
【００４２】
　以上のように本実施形態によると、発光部１２ａ，１２ｂは、紙葉類ＢＬのＢ面に対し
、互いに異なる方向から光を照射する。センサ制御部１２０は、発光部１２ａから光を照
射させ、光センサ１１によって第１反射光を検出させるとともに、発光部１２ｂから光を
照射させ、光センサ１１によって第２反射光を検出させる。画像データ生成ユニット１３
０は、光センサ１１が出力した第１および第２反射光の強度値を受け、紙葉類のＢ面にお
ける各単位領域について、第１および第２反射光の強度値のうち小さい方を大きい方によ
って除算する演算を含む数値化処理を行う。この数値化処理の結果、第１および第２反射
光の強度値の違いが大きいほど小さくなるような評価値ＥＶを得ることができる。また、
数値化処理に除算を用いるため、例えば紙幣の模様部のように元の反射光強度値が小さい
領域であっても、第１および第２反射光の強度値の違いによって大きく変化する評価値Ｅ
Ｖを得ることができる。したがって、紙葉類ＢＬのしわや折れがより検知しやすくなる。
【００４３】
　なお、赤外光を用いることによって、紙葉類ＢＬの汚れの影響を抑えることができる。
紙葉類ＢＬの種類によっては、赤外光では消える模様が印刷されているものもあるため、
赤外光を用いることによって、紙葉類ＢＬの模様の影響が低減された画像でしわや折れを
検出できる場合もある。
【００４４】
　また、上の評価値ＥＶの算出式はあくまでも一例であり、赤外光画像データ１５３，１
５４のうち小さい方の値を大きい方の値によって除算する演算を含む数値化処理によって
、数値を得るものであれば、どのようなものであってもかまわない。
【００４５】
　（第２実施形態）
　図５は第２実施形態に係る紙葉類識別装置におけるラインセンサ部１０Ａの構成例であ
る。図５の構成では、紙葉類ＢＬは、搬送路５０を一枚ずつ、紙面が水平の状態で図面右
から左へ搬送される。なお、図５は、紙葉類ＢＬの紙面に対して垂直をなし、かつ、紙葉
類ＢＬの搬送方向と平行な面で切った断面図を示している。
【００４６】
　図５に示すように、ラインセンサ部１０Ａは、紙葉類ＢＬのＢ面側に設けられた第１セ
ンサ部２０と、紙葉類ＢＬのＡ面側に設けられた第２センサ部３０とを含む。第１センサ
部２０と第２センサ部３０は、搬送路５０を挟むようにして配置されている。なお、図５
では、第１センサ部２０は搬送路５０の下側に、第２センサ部３０は搬送路５０の上側に
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、それぞれ配置されているが、位置関係はこれに限られるものでなく、上下逆に配置して
もよい。また例えば、搬送路５０が垂直方向に配置されている場合は、搬送路５０の左右
にそれぞれ、第１センサ部２０と第２センサ部３０とを配置すればよい。
【００４７】
　第１センサ部２０は、搬送路５０の識別ゾーンＺ１における検出を行うものであり、光
センサ２１、発光部２２ａ，２２ｂ、集光レンズ２３、発光部２４、光センサ基板２５、
および、透明なガラス又は樹脂からなる透明部材２６を備える。第２センサ部３０は、搬
送路５０の識別ゾーンＺ２における検出を行うものであり、光センサ３１、発光部３２ａ
，３２ｂ、集光レンズ３３、光センサ基板３５、および、透明なガラス又は樹脂からなる
透明部材３６を備える。
【００４８】
　第１センサ部２０において、光センサ２１、発光部２２ａ，２２ｂ、集光レンズ２３、
光センサ基板２５および透明部材２６は、第１実施形態のラインセンサ部１０における、
光センサ１１、発光部１２ａ，１２ｂ、集光レンズ１３、光センサ基板１５、および、透
明部材１６と同様の構成からなる。また、発光部２４は、識別ゾーンＺ２に対し、光を照
射する。ここでは、発光部２４は、搬送される紙葉類ＢＬの紙面に対して垂直方向に光を
照射する。
【００４９】
　第２センサ部３０において、光センサ３１は、識別ゾーンＺ２において、紙葉類ＢＬの
透過光を検出する。すなわち、光センサ３１は、第１センサ部２０の発光部２４が照射し
、紙葉類ＢＬを透過した光を検出することができる。また、発光部３２ａ，３２ｂは、識
別ゾーンＺ２に対し、互いに異なる方向から光を照射する。ここでは、搬送される紙葉類
ＢＬの紙面に対して、発光部３２ａは斜め後ろ向きに光を照射し、発光部３２ｂは斜め前
向きに光を照射する。光センサ３１は、識別ゾーンＺ２において、紙葉類ＢＬの反射光も
検出する。すなわち、発光部３２ａ，３２ｂから照射された光は、透明部材３６を通して
紙葉類ＢＬに照射され、紙葉類ＢＬから反射された光は、集光レンズ３３によって集光さ
れて、光センサ３１によって検出される。
【００５０】
　光センサ２１，３１は、ラインセンサであり、紙葉類ＢＬの紙面と平行でかつ紙葉類Ｂ
Ｌの搬送方向と垂直をなす方向（図１の紙面と垂直をなす方向）を、主走査方向とする。
主走査方向において、例えば約１６００個の画素単位ユニットがライン状に並んでいる。
また、発光部２２ａ，２２ｂ，２４，３２ａ，３２ｂは、光センサ２１，３１の主走査方
向と同じ方向に延びるように構成されている。ここでは、発光部２２ａ，２２ｂ，２４，
３２ａ，３２ｂは、例えば緑色の可視光と、赤外光との２種類の波長の光を、発光可能で
あるものとする。
【００５１】
　本実施形態に係る紙葉類識別装置において、第１実施形態と同様に、第１センサ部２０
の出力から、Ｂ面画像データとして、可視光画像データ、赤外光画像データ、第１反射光
画像データおよび第２反射光画像データが生成される。また、第２センサ部３０の出力か
ら、Ａ面画像データとして、可視光画像データと赤外光画像データとが生成される。可視
光画像データは、発光部３２ａ，３２ｂが可視光を発光したときの光センサ３１の出力信
号から生成され、赤外光画像データは、発光部３２ａ，３２ｂが赤外光を発光したときの
光センサ３１の出力信号から生成される。さらに、第２センサ部３０の出力から、透過画
像データとして、可視光画像データと赤外光画像データとが生成される。可視光画像デー
タは、第１センサ部２０の発光部２４が可視光を発光したときの光センサ３１の出力信号
から生成され、赤外光画像データは、発光部２４が赤外光を発光したときの光センサ３１
の出力信号から生成される。
【００５２】
　本実施形態においても、第１実施形態と同様に、第１反射光画像データおよび第２反射
光画像データから、除算画像データを生成することができる。そして、この除算画像デー
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タを基にして、紙葉類ＢＬの正損判定、しわ判定を行うことができる。
【００５３】
　＜変形例＞
　（その１）
　第１実施形態では、紙葉類識別装置１００において、画像データ生成ユニット１３０が
、赤外光画像データ１５３，１５４から除算赤外光画像データ１５５を生成するものとし
た。ただし、紙葉類識別装置は、除算画像を生成しない構成としてもよい。例えば、紙葉
類識別装置１００において、画像データ生成ユニット１３０が評価値ＥＶの算出を行い、
その算出結果を判定部２００に出力し、判定部２００がその算出結果を受けて、上述した
正損判定やしわ判定を行う、という構成としてもよい。
【００５４】
　（その２）
　第１実施形態では、紙葉類識別装置１００において、判定部２００は、除算画像を用い
て紙葉類ＢＬの正損判定を行うものとした。ただし、紙葉類識別装置は、紙葉類ＢＬの正
損判定を行わない構成としてもよい。例えば、紙葉類識別装置１００は、画像データ生成
ユニット１３０が生成した除算画像を、単にモニタに表示させる構成であってもよい。こ
の場合は、利用者が、モニタに表示された除算画像を見て、紙葉類ＢＬの正損やしわの有
無等を判定すればよい。あるいは、紙葉類識別装置１００は、画像データ生成ユニット１
３０が算出した紙葉類ＢＬのしわや折れの程度を表す指標値を、モニタ等に出力する構成
であってもよい。この場合は、利用者が、モニタ等に出力された指標値を見て、紙葉類Ｂ
Ｌの正損等を判定すればよい。
【００５５】
　（その３）
　上述の実施形態では、紙葉類処理装置の一例としての紙葉類識別装置について説明を行
ったが、本発明は、他の種類の紙葉類処理装置に適用してもかまわない。
【符号の説明】
【００５６】
１２ａ，１２ｂ，２２ａ，２２ｂ　発光部
１１，２１　光センサ（受光部）
１２０　センサ制御部（制御部）
１３０　画像データ生成ユニット（処理部）
２００　判定部
ＢＬ　紙葉類
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